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和
暦

出
来
事

時
代

永
暦
元
年

源
頼よ

り
と
も朝
が
伊
豆
に
流
さ
れ
る
。

平　安　時　代

長
寛
元
年

北
条
時と

き
ま
さ政
の
子
・
北
条
義よ

し
と
き時
が
生
ま
れ
る（
現
在
の
寺
家
・
史
跡
北
条
氏
邸
跡
か
）。

治
承
元
年

頼
朝
と
、
伊
東
祐す

け
ち
か親
の
娘
・
八
重
と
の
間
に
千
鶴
丸
が
生
ま
れ
る
。

祐
親
が
千
鶴
丸
を
殺
害
し
、
八
重
を
江
馬
次
郎
に
嫁
が
せ
る
。

北
条
氏
邸
に
保
護
さ
れ
た
頼
朝
が
、
北
条
政
子
と
結
婚
す
る
。

治
承
４
年

以も
ち
ひ
と
お
う

仁
王
が
平
家
追
討
の
令り

ょ
う
じ旨

を
発
す
る
。

頼
朝
、
山
木
兼
隆
の
館
を
襲
い
平
家
打
倒
の
旗
揚
げ
を
す
る
。

頼
朝
、
石
橋
山
の
戦
い
で
敗
れ
安
房
へ
逃
れ
る
。

頼
朝
、
鎌
倉
を
本
拠
地
と
す
る
。

富
士
川
の
戦
い
で
源
氏
軍
が
平
氏
軍
に
大
勝
。

寿
永
２
年

倶く

り

か

ら

利
伽
羅
峠
の
戦
い
で
源
氏
軍
が
平
氏
軍
に
勝
利
す
る
。

平
家
が
京
都
を
脱
出
、
木
曾
義よ

し
な
か仲
が
入
京
す
る
。

元
暦
元
年

木
曾
義
仲
、
宇
治
川
の
戦
い
で
源
範
頼
・
義
経
に
敗
れ
て
戦
死
。

一
ノ
谷
の
戦
い
で
義
経
率
い
る
源
氏
軍
が
勝
利
す
る
。

文
治
元
年

屋
島
の
戦
い
で
源
氏
軍
が
勝
利
す
る
。

壇
ノ
浦
の
戦
い
で
平
家
滅
亡
。

後ご
し
ら
か
わ

白
河
法
皇
が
義
経
追
討
の
院
宣
を
出
す
。

文
治
５
年

義
経
、
奥
州
で
藤
原
泰や

す
ひ
ら衡
に
討
た
れ
る
。

鎌倉時代

頼
朝
が
奥
州
藤
原
氏
を
滅
ぼ
す（
奥
州
合
戦
）。

建
久
３
年

頼
朝
が
征
夷
大
将
軍
に
就
任
す
る
。

建
久
４
年

頼
朝
、
富
士
の
巻
狩
り
を
開
催
。
曾そ

が我
兄
弟
が
仇
討
ち
を
果
た
す
。

　
　

安
時
代
末
期
、京
の
都
で
は
、藤
原

　
　

氏
の
よ
う
な
貴
族
に
代
わ
り
、「
源

氏
」や「
平
氏
」と
い
っ
た
武
士
の
グ
ル

ー
プ
が
権
力
を
争
っ
て
い
ま
し
た
。こ

の
争
い
に
敗
れ
て
京
を
追
い
出
さ
れ
た

源
頼
朝
は
伊
豆
に
配
流
さ
れ
、こ
の
地

と
の
縁
が
始
ま
り
ま
す
。配
流
中
に
頼

朝
は
、伊
東
祐す
け
ち
か親

の
娘
・
八や

え重
と
恋
仲

に
な
り
ま
し
た
が
、祐
親
に
よ
り
引
き

裂
か
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、北
条
時と

き
ま
さ政

の

保
護
を
受
け
て
、そ
の
娘
・
政
子
と
結

婚
し
、時
政
の
子
・
北
条
義よ
し
と
き時（

江
間
小

四
郎
）が
頼
朝
の
義
弟
と
な
り
ま
す
。

　

政
子
の
結
婚
に
よ
り
北
条
家
は
頼
朝

と
強
く
結
び
つ
き
、平
家
打
倒
の
旗
揚

げ
か
ら
、平
家
を
滅
亡
さ
せ
鎌
倉
幕
府

を
開
く
ま
で
に
、頼
朝
の
側
近
と
し
て

の
地
位
を
築
い
て
い
く
の
で
す
。

　

頼
朝
が
死
去
し
た
の
ち
、時
政
・義
時

父
子
は
、将
軍
を
補
佐
す
る『
13
人
の

御
家
人
に
よ
る
合
議
制
』の
中
心
に
身

を
置
き
ま
す
。北
条
家
は
そ
の
後
の
御

家
人
同
士
の
権
力
争
い
に
も
勝
利
し
、

平家滅亡により、

源氏の鎌倉時代が

幕を開けます！
す
。 幕を

頼朝殿や義時殿が

生まれた頃はまだ

平安時代でした。

平

1180 年
▼

　

大
河
ド
ラ
マ
『
鎌
倉
殿
の
13
人
』
の
舞
台
は
、
平
安
時
代
末
期
～

鎌
倉
時
代
初
期
。
こ
こ
で
は
、
物
語
の
参
考
と
な
っ
た
歴
史
書

『
吾あ

ず
ま
か
が
み

妻
鏡
』
の
記
述
な
ど
を
も
と
に
、
源
頼
朝
と
北
条
政
子
、
北
条
義

時
の
活
躍
を
中
心
に
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

　

読
め
ば
あ
な
た
も
、『
鎌
倉
殿
の
13
人
』
の
世
界
が
も
っ
と
よ
く

分
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

氏
邸
跡
か
）。

1160 年
▼

1185 年
▼

1192 年
▼

正
治
元
年

頼
朝
が
死
去
し
、
頼
朝
の
嫡
男
・
源
頼よ

り
い
え家
が
家
督
を
継
ぐ
。

鎌　　倉　　時　　代

18
歳
の
頼
家
を
補
佐
す
る『
13
人
の
御
家
人
に
よ
る
合
議
制
』が
発
足
。

正
治
２
年

梶か
じ
わ
ら原
景か

げ
と
き時
が
討
ち
取
ら
れ
る
。
三み

う
ら浦
義よ

し
ず
み澄
、
安あ

だ
ち達
盛も

り
な
が長
が
死
去
す
る
。

建
仁
２
年

頼
家
が
二
代
将
軍
に
就
任
す
る
。

建
仁
３
年

頼
家
の
外
戚
・
比ひ

き企
能よ

し
か
ず員
が
北
条
家
に
討
た
れ
る（
比
企
能
員
の
乱
）。

頼
家
の
弟
・
源
実さ

ね
と
も朝
が
三
代
将
軍
に
就
任
す
る
。

将
軍
職
を
解
か
れ
た
頼
家
が
修
禅
寺
に
幽
閉
さ
れ
る
。

元
久
２
年

謀
反
の
疑
い
を
か
け
ら
れ
た
畠
山
重し

げ
た
だ忠
が
討
ち
取
ら
れ
る（
畠
山
重
忠
の
乱
）。

義
時
・
父
時
政
を
追
放（
牧
氏
の
変
）。

義
時
が
実
質
的
な
執
権
と
な
る
。

承
元
２
年

中な
か
は
ら原

親ち
か
よ
し能

が
死
去
。

建
暦
３
年

和わ

だ田
義よ

し
も
り盛
が
反
乱
を
起
こ
し
、
一
族
が
滅
ぼ
さ
れ
る（
和
田
合
戦
）。

建
保
３
年

時
政
が
死
去
。

建
保
６
年

八は
っ
た田
知と

も
い
え家
が
死
去
。

建
保
７
年
／

承
久
元
年

実
朝
、
鶴
岡
八
幡
宮
で
公く

ぎ
ょ
う暁
に
暗
殺
さ
れ
る（
源
氏
将
軍
は
三
代
で
途
絶
え
る
）。

藤
原（
九
条
）道み

ち
い
え家
の
子
・
三

 
み
 
と
ら寅（
の
ち
の
四
代
将
軍
・
藤
原
頼よ

り
つ
ね経
）が
鎌
倉
に
下
向
。

承
久
３
年

順じ
ゅ
ん
と
く徳
天
皇
が
懐か

ね
な
り成
親
王（
の
ち
の
仲

ち
ゅ
う
き
ょ
う恭
天
皇
）に
譲
位
。

後ご

と

ば
鳥
羽
上
皇
、
流や

ぶ
さ
め

鏑
馬
揃そ

ろ

い
と
称
し
て
鳥
羽
の
城
南
宮
に
兵
を
招
集
。

後
鳥
羽
上
皇
、
義
時
追
討
の
宣
旨
を
出
す（
承

じ
ょ
う
き
ゅ
う
久
の
乱
勃
発
）。

上
皇
方
の
挙
兵
を
受
け
て
、
幕
府
が
評
議
を
行
う
。

義
時
の
子
・
北
条
泰や

す
と
き時
が
幕
府
軍
を
率
い
て
鎌
倉
を
出
立
。

北
陸
道
の
幕
府
軍
が
越
中
で
上
皇
軍
を
破
る
。

幕
府
軍
が
宇
治
川
で
上
皇
軍
を
撃
破
。

後
鳥
羽
上
皇
が
出
家
し
、
隠
岐
に
配
流
さ
れ
る
。

順
徳
上
皇
が
佐
渡
に
配
流
さ
れ
る
。

三み
よ
し善
康や
す
の
ぶ信
が
死
去
。

貞
応
３
年

義
時
が
死
去
、
泰
時
が
三
代
執
権
と
な
る
。

嘉
禄
元
年

大お
お
え江
広ひ
ろ
も
と元
が
死
去
。

政
子
が
死
去
。

つ
い
に
御
家
人
の
頂
点
で
あ
る
執し
っ

権け
ん

ま

で
登
り
つ
め
、二
代
将
軍
頼よ
り
い
え家

、三
代
将

軍
実さ

ね
と
も朝

を
支
え
ま
す
。

　

源
氏
の
将
軍
が
三
代
で
途
絶
え
た
後

も
義
時
は
執
権
を
務
め
、後
鳥
羽
上
皇

の
朝
廷
軍
と
、東
国
武
士
を
率
い
て
戦

っ
た
承
久
の
乱
の
勝
利
を
経
て
、北
条

家
が
代
々
執
権
職
に
就
く
こ
と
に
な
っ

た
の
で
す
。こ
れ
以
降
の
日
本
は
、江
戸

時
代
が
終
わ
り
明
治
時
代
が
始
ま
る
ま

で
の
約
６
０
０
年
以
上
も
の
間
、武
家

政
権
が
続
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

江
戸
幕
府
を
開
い
た
徳
川
家
康
も

『
吾
妻
鏡
』を
愛
読
し
て
い
た
と
言
わ
れ

ま
す
。伊
豆
の
国
市
ゆ
か
り
の
源
頼
朝

と
北
条
政
子
・
義
時
は
、武
士
の
世
の

礎
を
築
い
た
偉
人
だ
っ
た
の
で
す
。

承久の乱で武家が朝廷に

勝利し、以後600年以上、

武家政権は続くのです！

承久の乱では、

東国武士たちが

奮戦しました！

頼朝様が亡くなって

私は尼になりました。

）。

　二代将軍頼家のために作られた『御家人の合議
制』。メンバーは北条時政・義時の 2人と有力御家
人 7人（比

ひ き

企能
よしかず

員、梶
かじわら

原景
かげとき

時、和
わ だ

田義
よしもり

盛、八
は っ た

田知
ともいえ

家、
足
あ だ ち

立遠
とおもと

元、三
み う ら

浦義
よしずみ

澄、安
あ だ ち

達盛
もりなが

長）と、京から来た文
官 4人（中

なかはら

原親
ちかよし

能、二
にかい ど う

階堂行
ゆきまさ

政、大
お お え

江広
ひろもと

元、三
み よ し

善康
やすのぶ

信）。

1199 年
▼

1205 年
▼

1219 年
▼

1221 年
▼

1224 年
▼

1225 年
▼

読めば歴史が

よく分かる！
い
い
ね
！

い
ざ

読
ま
ん
！

まさこ

議
家 い

い
ね

い
い
ね

い
い
ね

　中央図書館や韮山図書館に
は、『吾妻鏡』や各登場人物の
専門書、郷土の歴史研究書、
大河ドラマに関する本がそ
ろっています。図書館の本を
読めば、伊豆の国市の歴史が
もっと詳しく分かりますよ。


